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＊バスが風車の近くまで連れて 
　行ってくれます。

＊1000年以上前の水道橋。登
　ることもできますが、下から
　でも十分に景観を楽しめます。

＊トイレ休憩も 1～2時間に１回
　ありました。

刪舜

　明けましておめでとうございます。2008 年が皆様にとってより良い
年になりますように！ この冬休み、私は 10 年ぶりに海外旅行に行っ
てきました。急に思い立ち、行き先だけは「スペイン」と決めたものの
すでに師走。限られた日数の中で選択の余地はあまりなく、治安も良く
ないとのこと。ご年配の方が比較的多く参加するという、全食事付きの
おまかせツアーが一席空いていたので、迷わず参加することにしました。
　最初に会話を交わしたのは、定年退職後の時間を謳歌しているご夫婦。
互いを労わりながら、着かず離れず親しみやすく、絵画が趣味という奥
様のために、「この景色を撮っておきましょう！」とカメラマン役のご
主人。旅慣れた様子で臆することなく、どんどんと単語を並べて現地の
人と会話を成立させていく姿は、見習うべきものでした。ご主人を亡く
し、娘さんと参加していた 70 代のお母さんは、「一人で来たの？」と、
娘同様に旅の最後まで私を気にかけてくれました。なかには介護休暇と
称して、息抜きに友達と参加している奥様もいました。
　ツアーガイドさんの話によると、80 代、90 代の方々の参加もあり、
ときにはお孫さんが連れ添ってくることもあるそうです。スペインの通
貨は現在「ユーロ」ですが、あるとき、90 代の男性が「ペソ、ペソ」
というので、ひと昔前のスペイン通貨「ペセタ」と勘違いしているのか
と思い、「ペセタですか？」と尋ねると、「そう、そう」といいながら、
すぐに「ペソ」に戻ってしまう。その男性は旅行の最後に「メキシコは
楽しかった！」と満面の笑みで感想を述べたそうです。ここはスペイン
です。しかし、この男性にとっては若かりし頃旅したメキシコと重なっ
て、通貨もメキシコの「ペソ」になっていたのです。付き添いのお孫さ
んが「おじいさん、最近ちょっとボケちゃって…」と。それでもご本人
が十分に楽しんでいれば、何も問題はないわけです。

　以前、『ハナさん』で取材させていただいたご夫婦に、旦那さんがアルツハイマーと診断された後、
「進行しないうちに、二人でヨーロッパを旅行してきたのよ」という話を聞いたことを思い出しま
した。私が伺ったとき、病状は少し進んでいたようですが、奥様がアルバムをめくり旅行中の出
来事を話してくださると、ご主人も横で「ウンウン」と、うなずいていました。
　海外旅行とまでは行かなくても、いつもと違った環境に身を置きリフレッシュすることは、英
気を養う上で必要な時間であると身を持って実感してきました。介護が必要な方でも、昨年、『メ
ルハナ Vol.12』でご紹介したガイドヘルパーさんに付き添っていただくという手もあります。遠
出は無理でも、通所事業所などでは、四季折々近隣をドライブしてお花見やピクニックに連れ出
してくれる所もたくさんあります。お元気な方も、ちょっと疲れてしまっている方も、今年は家
族全員で一歩外へ足を踏み出してみませんか。
　今年の『メルハナ』は、介護をする側の私たち自身の介護予防にもしっかり目を向けていきた
いと思います。仲間と一緒に、または新しい仲間を見つけて、楽しい時間をお過ごしください。
今回からレシピをご提供いただく「おとこの台所」の活動も大いに参考になります。料理作りか
ら出発した男たちの活動の輪はどこまで広がっていくのか、今後の楽しみでもあります。


